
第１回 奈良県こども・子育て推進本部会議

令和５年７月３１日（月）

会場：第１会議室



次 第

開会

１． 本県の結婚や子育てをめぐる現状

２． 推進本部の設置

３． 検討の進め方

４． 今後の予定

閉会
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奈 良 県 の 推 移

出生数（奈良県）

合計特殊出生率（全国）

合計特殊出生率（奈良県）[ '75以前は５年毎]

・第1次ベビーブーム
（1947～49年）

・最高の出生数
23,989人(1947年)

・第2次ベビーブーム
（1971～74年）
19,659人(1973年)

・最新2022（令和４)年

出生数 7,312人
合計特殊出生率 1.25
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・第1次ベビーブーム
（1947～49年）

・最高の出生数
2,696,638人(1947年)

・第2次ベビーブーム
（1971～74年）

2,091,983人(1973年)

・最新2022（令和４)年

出生数 770,747人
合計特殊出生率 1.26

《現状》
○ 本県の出生数も減少傾向にあり、直近10年間の減少スピードは全国より
も速く、合計特殊出生率も、全国値を下回る傾向にあり、2022年（R4）
は1.25となった。

○ 本県の人口も減少傾向。
（1999年（H11) 1,449,138人 → 2021年(R3) 1,315,350人（▲133,788人））
（2015～2020年の10代、20代人口の減少数：10代 ▲5,161人、20代 ▲14,667人）

１．本県の結婚や子育てをめぐる現状

直近10年の減少数
2013年 1,029,817人

2013年～2022年
▲259,070人
(▲25.2％)

直近10年の減少数
2013年 10,190人
2013年～2022年

▲2,878人(▲28.2％)
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《現状》
○ 出生数の主な減少要因として「未婚化・晩婚化」が挙げられている。
・県の婚姻率：2002年 5.4％ → 2022年 3.3％
・県の平均初婚年齢：2002年 夫29.1歳 妻27.3歳→2022年 夫31.2歳 妻29.6歳

・全国の若者で「一生結婚するつもりはない」と答えた割合が過去最高
：2021年 男性 17.3％、女性 14.6% (参考：2018年県調査 男性17.7％、女性9.8％)

○ 本県においては、20代における人口流出が大きい。
・県内大学入学率：2020年 25.4%（全国44位）

・県外就業率が高く全国第３位。
奈良県：2020年 27.3％（全国 8.9％）

・本県の女性(20～64歳)の就業率は全国最下位。
県の女性の就業率：2020年 70.6%（全国 74.9%）

１．本県の結婚や子育てをめぐる現状

2

・男女とも、
20歳～30歳ご
ろの間の人口
流出が大きい。

・2015年より
も、2020年の
方が、20歳～
30歳ごろまでの
人口流出が悪化



《現状》
○ 固定的な性別役割分担意識（夫が外で働き、妻が家を守る）が、全国で
最も高い。
・奈良県：2019年 50.4％（全国 44.2％）

○ 本県における児童相談の相談種別と件数（2022年度）
①障害相談 2,493件、②養護相談（虐待相談含む） 1,520件
③育成相談 287件、④非行相談 127件、⑤保健相談 2件
⑥その他相談 86件

○ 本県におけるヤングケアラーの現状（2022年）

１．本県の結婚や子育てをめぐる現状

□家事や家族の世話を日常的に行っている状況
中学生：３,３５９人（回答者の１２．９％）

うち週３日以上 ２,２８９人（同８.８％）
うち週３日以上かつ平日３時間以上

２０７人（同０.８％）

高校生：１,６８９人（回答者の１１．０％）
うち週３日以上 １,１３０人（同７.４％）
うち週３日以上かつ平日３時間以上

１００人（同０.７％）

支援を要するこどもに関する現状

家事や家族の世話の主な内容（複数回答）
家事（食事の準備や掃除・洗濯）７５．８％
きょうだいの世話 ６９．６％
外出の付き添い（買い物等） ６０．４％

家事や家族の世話の主な内容（複数回答）
家事（食事の準備や掃除・洗濯）８０．０％
きょうだいの世話 ７４．０％
外出の付き添い（買い物等） ５４．０％
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２．推進本部の設置

《 目 的 》
○ 少子化の状況及びこども・子育て施策の推進に係る国の動きを踏まえ、
本県においてもこども・子育て施策に力強く取り組む必要がある。

○ こども・子育て施策は、子育て支援、保育だけでなく、福祉、医療、
保健、雇用、教育、住宅、まちづくり、デジタル等、様々な分野が関わる
ものであることから、県庁の関係部局が有機的に連携し、一丸となって取
り組んでいかなければならない。

○ このため、こどもを取り巻くあらゆる課題を視野に入れ、こども・子育
て施策を総合的かつ部局横断的に取り組むため、新たに知事を本部長とす

る「奈良県こども・子育て推進本部」を設置する。

《 第１回会議の目的 》

○ 第１回の本部会議においては、関係部局長等が、奈良県の少子化等の現
状と課題を共有し、こども・子育て施策についての検討の進め方について議
論し、決定する。
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以下のような手法や機関で様々な相談を受けるなかで、課題や困りごとを把握。
・県民アンケート、各種調査
・県の機関（こども家庭相談センター、福祉事務所、しごとiセンターなど）
・市町村、各種団体、関係者との意見交換 など

これらの手法で把握した課題や困りごとについて、『こども』を中心に改めて整理
すると以下の３区分に分類することができる。

Ｃｈｉｌｄ（こども）
Ｐａｒｅｎｔ（親）
Ｓｕｒｒｏｕｎｄｉｎｇｓ（こども・親をとりまく様々な環境）

これらのC、P、Sの分類を図で整理すると、次のページのとおり。

これから

《こどもを取り巻く様々な課題のイメージ図》

5

３．検討の進め方

これまで

『こども、県民が直面する課題や困り
ごと』から施策を考える。

部局ごとに問題を把握し、こども・子
育てに関する施策をそれぞれに実施

視点の見直し



様々な困りごとを、こども(C)、親(Ｐ)、こども・親をとりまく様々な環境(Ｓ)に分
類し、課題を整理しながら、部局横断的に解決策を検討 6

こども・親をとりまく様々な環境(S)

親(P)

支援・配慮を要する方

こども(C)

保育士として働きたいが給料が低

い（保育士の処遇改善）

教師の業務が多く、児童・

生徒に向き合う時間がと

れない（教員の負担軽減）

不妊治療の経済的負
担が大きい

親の介護で勉強す
る時間がとれない

（ヤングケアラー）

子どもが病気や怪我をしたときの医

療費負担が不安

子育てをしながら、自宅でテレ

ワークなどで柔軟に働きたい

収入を上げるためにリス

キリングをしたい

男性社員にも育児休業を勧めた

いが、仕事の穴埋めが難しい

子育てと家事で、休む間もなく

疲れがたまってしんどい

子育てに係る費用が高くて子ども

に十分な教育を受けさせられない

残業が多く、社員が休暇が

取りにくい

転入時、子育て世帯に向けた行政

サービスがわかりくい

職場のDX化を進めたい

が、どうすればいいのか

わからない
子育ての相談に、どこに行け

ばいいかわからない

結婚のための出会いの機会

が無い

自分たちの困りごとを聞い
て欲しい

離婚したいが、養育費が

確保できるか不安

災害時の避難場所が、子育て
世帯に対応しているのか不安

過疎地域なので、小児科や子

育て相談を受けるために遠方

まで行かないといけない

自治会などの役員は男
性が多く、女性が発言し

にくい

一人で子どもを育てている

が収入を確保するのが困

難

障害の有無にかかわらず

いっしょに学びたいし遊びた

い

子育てで忙しいので、空いた時

間に、自宅で子育ての手続きを

済ませたい（子育て支援アプリ）

自分たちの意見を社会

に届けたい

生まれた環境にかかわらず、

勉強して夢を実現したい

早い段階から、子どもに適
切な療育を受けさせたい

（発達障害児支援）

子育てしながら働きたいが、労働

環境が悪くて続けられない

もっと親と一緒に遊び

たい

非正規職員で収入が低いため暮らしが
しんどく結婚する気持ちにならない

子どもが発熱すると、預ける
ところがない

夫の帰りが遅く、子育てがワンオペ

障害の有無にかかわ

らず楽しく安全に遊べ

る場所（公園）が少な

い

公共施設、公園などに授乳室
や多機能トイレなどの子育て

機能が無い近くに産後のケアをしてくれ

るところがない

塾や習い事など、公共交通機
関がないので、親が送迎しな

いといけない

働きたいが、祖父母
に、育児に専念する

ように言われる

育休をとると周りに迷惑がかかる

親が食事を作っ
てくれない

保護者対応など保育以外の業

務負担が大きい（保育士の処

遇改善）

通学路に危険な箇
所がある

児童虐待のニュー
スを聞くたびに心

配になる

みんなで遊べる場

所がない

困りごとを誰に
相談して良い

かわからない

結婚を前向きに考えられない



令和５年度
7月31日 第１回本部会議

９月下旬
～ 本部会議

10月上旬

１月下旬 本部会議

令和６年度
６月予定 （仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略の策定

４．今後の予定
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① 検討の進め方を踏まえた、令和６年度の取組施策の報告
② （仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略（※）の中間整理

① （仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略の「骨子(案)」の説明
② 令和６年度関連予算案の共有と部局間の連携推進

※ こども基本法第10条に基づく「都道府県こども計画」として策定


